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令和２年度

第１回合志市自治基本条例推進委員会 会議録

令和２年９月２４日（木） 午後７時～７時５６分（大会議室）

[出席委員] 松永和典 梁池一作 松岡 博 𠮷良山健三 吉村明子 小林文子 木村美穂   

村上香織 立石修一 池田浩史 松井美津子 後藤修一 西嶌隆博 渡邉和代

牧野淳一 中嶋万喜 柏尾智之 （敬称略） （１７名）

[欠席委員] 嶋田 亮  （１名）

[事務局]  松田企画課長《進行》 森田主幹

[議 題] (１) 合志市自治基本条例及び運用状況について

     (２) 合志市自治基本条例ガイドブックの改定について

         

[会議の公開・非公開の別] 公開

[傍聴者]  ０名

[会議内容]

１【開会】

（松田課長）   令和２年度第１回合志市自治基本条例推進委員会を開会します。

  吉良山委員長、ご挨拶をよろしくお願いします。

２【委員長あいさつ】

（吉良山委員長） 改めまして、こんばんは。委員の皆様にはご多用中にもかかわらず、また、コロナ

禍の中ご出席をいただきまして誠にありがとうございます。

今回から松岡様をお迎えするということで大変喜ばしく存じております。松岡様

どうぞよろしくお願いいたします。

さて、新型コロナは収束しておりませんので、ご挨拶はこれで終わりたいと思いま

す。本日はどうぞよろしくお願いします。

３【新任委員紹介】

（松田課長）    続きまして、新任委員紹介いたします。民生委員児童委員協議会連合会からの推

薦で、松坂さんに替わり今回から松岡博様が新しく委員になっております。ひと言ご

挨拶お願いします。

（松岡委員）   こんばんは。合志市の民生委員児童委員協議会にお世話になっております松岡と

申します。新任で何も分かりませんけれども、皆様方よろしくお願い申し上げます。
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４【議題】

（𠮷良山委員長）  まず初めに議題 4の（１）合志市自治基本条例及び運用状況について、資料 1を

基に事務局よりご説明をお願いいたします。

（森田主幹）    合志市自治基本条例及び運用状況について

         資料 1「第 2次合志市自治基本条例推進アクションプラン 進行管理」の説明

（吉良山委員長）  今のご説明に対して何かご質問等ございますか。

（松田課長）    アクションプランについては、中身のボリュームが結構あります。全部見るために

時間を要すると思いますので、後日質問等ございましたら、企画課にお問い合わせく

ださい。

（吉良山委員長）  それでは、議題 2合志市自治基本条例ガイドブックの改定について説明よろしく

お願いいたします。

（森田主幹）    合志市自治基本条例ガイドブックの改定について

         資料 2「合志市自治基本条例ガイドブック」の説明

（吉良山委員長）  今、事務局からガイドブックの改定に伴いまして、従来のままの内容でいくのか、

または、要約版的なものを作るのか、委員の皆様のご意見を賜りたいと思っておりま

す。何かございましたらどうぞ。

（吉村委員）    こんばんは、すみっこの台所の吉村です。今回の資料が届いた時に、すみっこの台

         所の関係者に尋ねたところ、この冊子自体を知らないと言われる方がほとんどで、

家には無いと言われる。これは以前、全戸配布されているからみんな見ている筈なん

ですが、結局これ自体の浸透が凄く少ないと感じられました。ページがありすぎなの

で、基本的な、自治基本条例はこんなもんですよ、ぐらいの冊子にした方が良いんじ

ゃないかと、私はみんなと話したときに感じました。

（吉良山委員長）  吉村委員ありがとうございました。他に皆様、ご意見はございませんでしょうか。

（池田委員）    私もシンプルの方が良いと思うんですが、すみませんさっき知ったんですが、合志

市のアプリを配信しているんですか。

（森田主幹）    はい、市のホームページのアプリ版になります。
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（池田委員）    そういうのがせっかくあるなら、掲載してあるといいですね。大体みなさんスマホ

を持っているんで、コロナなどの色んな補助金などの情報が、わざわざ検索してじ

ゃなく、プッシュ通知されると便利です。アプリの内容までは知らないんですが、例

えば、自分の住んでいる地域を登録しておくと、その地域の情報がプッシュで届くな

ど、自然と市からの情報を受け取るので、これは宣伝する良い機会じゃないかなと思

ったんです。アプリの宣伝は、もっと前面に出していく方が良いと思います。

（吉良山委員長）  池田委員ありがとうございました。今の世はですね、紙媒体よりもケータイとかそ

ういったものを活用した形での広報もあるんじゃないかというお話でした。

他にございませんでしょうか。

（牧野委員）    前担当として。意見ではないのですが、この原案を私が前担当のときに作ったの

で、その経緯についてお話をします。

          自治基本条例を推進するにあたって、もともとガイドブックのような冊子がござ

いました。それは、中身が条例の内容のため、文章ばかりで分かりづらいということ

だったので、当時の自治基本条例推進委員さんからの意見で、子どもたちに分かりや

すい、例えば授業の副読本として使えるものとの意見が出てこういった形で作りま

した。

なかなか地元や地域のことを知らないというお子さんもいるということだったの

で、当時の市の情報を簡単に引用し、掲載して地域のことを知ってもらう。また更に、

行政のことを知ってもらう為に広報やホームページも見てもらう。選挙にもすすん

で行ってください。というようなアプローチをしたかったということです。

ただ、こういったものは、簡素化をと言いながらも、簡素な資料を続けていると、

また分らんから詳しいものを、というような繰り返しが続くと思います。で、当時は

アプリなんかもありませんでしたので、池田さんのご意見のとおりアプリなんかの活

用し、ガイドブックは簡素にするのも良いかと思います。以上です。

（吉良山委員長）  牧野委員ありがとうございました。

（梁池委員）    ちょっと質問よろしいですか。牧野さんに。

これは、市民の方に全戸配ってあると思います。大変申し訳ないんですけど、私も

見たかどうかはっきりと記憶にない状態で、今現在は委員をさせていただいており

ますので承知してますが、大抵の市民の方々は知らないと思ってます。ある程度の

年齢になりますと、右から左へ情報が流れてしまい記憶に残ることがほとんどござ

いません。で、先ほど冊子を作った時の思いとして、子どもたちに分かりやすいよ

うにというお話をしていただきましたが、実際これを小中学校で活用されたかどう

かをお聞きしたいと思います。
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（牧野委員）    この原案を作ったのは私なんですが、異動をしてしまい、次の担当者がこう

いった内容の冊子にしていますので、その後、学校等で使ったかどうかというのは、

すみません私の方では確認していません。小学校に配ったという報告がアクション

プランの中にありましたので、当時は活用されてたのではと思います。

（梁池委員）    私は、これは子どもにも分かるように良く作ってあると思うんですよ。で、先々の

合志市の未来のあり方を考えるにあたって、先の無い者がどうのこうの言うんじゃ

なくてですね、将来を担う子どもたちにこういう事を意識づけるというのが必要な

んじゃないかなと思っております。

そしてまた、育った子供たちが、将来私達以上に合志市に対する愛着を持って、色

んな活動をして頂ければ、より活性化した未来のある合志市になるんじゃないかなと、

思いますので、出来れば企画課の中で教育委員会等とも相談し進めて頂ければなと、

要望します。よろしくお願い申し上げます。

（牧野委員）  ありがとうございます。企画課に委ねます。

（松永委員）    また作り直すせっかくの機会ですので、ひと言提案なんですけども、後で説明され

ると思いますけど、資料３の２ページの一番上の①のところでですね、「あなたは合

志市自治基本条例を知っていますか」という設問があるんですけれども、これに対し

て大多数の方が知らないとか、知っているけれども内容を知らないとか、ほとんど

の方が関心がないと言ったら語弊がありますけども、知らないという人が大半だと

思われます。それで、こういう冊子を作られる前に、例えば一ページ毎に一問か二問

クイズを、例えばごみ出しの部分に「違反ごみはどれですか」という質問を作って、

それに回答して満点だった人の中から抽選で何名かの方に記念品をやるとかってい

う、要するに、この紙面を読んでもらう工夫をされたらいかがかなと思います。これ

は提案です。

（吉良山委員長）  はい、梁池委員、松永委員ありがとうございました。

（吉村委員）    自治基本条例は、合志市に住んでいる人にとって凄い大事な条例であるというこ

とははっきりしていますよね。でも、きっと生活に密着していないんじゃないかなと

思います。

みんな、割と何事もなく生活していると、「名前は知っているけど」ぐらいで必要

を感じない状態だと思うんです。自分に何かが起こり「合志市にこういう条例があっ

て、私は助けてもらえる。」と気づくときに、初めて自治基本条例というものが意味

が出てくると思うんですよ。

そういう場合は、その方は市役所に来て、ご相談されたりすると思うんですが、そ

の時に、「合志市の自治基本条例があるんだよ」と、はっきり伝えられる環境がない
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といけないと思うんです。

なので、そこまで深く意識して皆さんが知らなくても、こういうものがあるよとい

うところで、十分成果は出てくるのではないかと思います。

ガイドブックは、こういうのがあるよとか、こういう事件があったらこういう事な

んだよ、というような紹介程度で作っても十分役立つんじゃないかと思います。

（吉良山委員長） 吉村委員ありがとうございました。他にございますか。

（村上委員）    私、回覧板を回している区長の立場で言うのもなんですけれども、私もこのガイド

ブックは全然記憶にないんです。いつも毎週のように回覧が来て、一枚ペラっと入っ

ていても、全然記憶に残らずそのまま流れて行ってしまっているし、ほとんど取られ

ることなく戻ってくるんですよね。

そういう事からも、冊子として使える「合志市はこういうところだよ」というのが

載ってるものが良いのかなと思います。

（吉良山委員長）  はい、村上委員ありがとうございました。

委員の皆様、ご意見は色々あられると思います。私としましては、第２回第３回と

今年度予定がありますので、第２回の時に、今お伺いした内容を基に事務局で作った

たたき台をブラッシュアップするというような形はどうかなと考えておりますけど

も、皆さん如何でしょうか。ここで纏めるのはちょっと厳しいかなと思います。

色々、ご意見、アイデアとかあられる方は、企画課の森田さんの方にお寄せ頂いて、

ちょっと事務局は大変かと思いますけれども、せっかくお作りになられるのであれ

ば、皆さんに読んでいただけるような工夫もあった方が良いのかなと思います。よろ

しくお願いいたします。

（森田主幹）    皆さんのご意見を基にたたき台をお作りして、次回の会議のときに提案させて頂

きたいと思いますのでよろしくお願いします。

（松井委員）    自治基本条例に関しての勉強会というのを市役所の職員の方を呼んでしたんです

けど、それで勉強してもですね、次の時には全然覚えていらっしゃらないみたいな。

コロナ禍にあり、皆さんの間に情報格差というのが凄い広がっているのを感じる

んですよね。高齢者の方で、スマートフォンもパソコンもガラケーも持ってらっしゃ

らないという方もいらっしゃるんですよ。その事で、色んな支援とかも受けられない

とか、そういう現状があります。そういう事で、コロナ渦になったからこそですね、

やっぱり、SDGｓの観点「誰ひとり取り残さない」という視点が必要だと思うんです

ね。だから、本当に未来志向で、勿論これは分かりやすく書いてあるとは思うんです

けど、元々、未来志向の自治基本条例のガイドブックというか、具体的にはまだ考え

つきませんけど、そういう観点からのガイドブックとしてもうちょっと要約した方が
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良いんじゃないかなという感じはします。

（吉良山委員長）  松井委員ありがとうございました。今、情報格差というところも出てまいりまし

た。これも踏まえまして事務局の方で叩きに叩いて、第 2回目にですね、臨んでい

ただければと思います。よろしくお願い致します。皆さん、どうぞ森田さんの方に色

んなアイデアをですね、お出しいただければ幸いでございます。よろしくお願いいた

します

５【報告】

（吉良山委員長） それでは、議題は終わりましたので、次、5番の報告事項「令和 2年市民意識調査

の結果について」という事で、同じく森田さんよろしくお願いいたします。

（森田主幹）   「令和 2年市民意識調査の結果について」説明

（吉良山委員長）  ありがとうございました。これは、報告でございます。

６【その他】

（吉良山委員長）  その他（1）（2）併せまして説明をお願いします。

（森田主幹）   「自治基本条例 PR推薦書について」説明

「今年度の自治基本条例推進委員会の年間スケジュールについて」説明

（吉良山委員長）   全ての説明が終わったという事になりますけれども、ご意見等ございましたら

承りたいと思います。

（吉村委員）    コロナで家に居る事が多かったり、会社に行けなかったりで、情報は、ＩＴを利

用した形のものが増えたと思うんです。先ほど言われたように格差が生じている。

確かにケータイとかスマホが使えなかったり、サポートがなければ情報が全く入

ってこない事も多いと思うんですよね。そうではあるんですが、それ以上にこれか

ら先は絶対ＩＴ化をしないと、生きていけない状況になるんじゃないかと思うん

です。なので、是非こういう自治基本条例にしても何にしてもＩＴ化、ＩＣＴ化を

進めていかないと、本当に世の中から遅れてしまうような気がするんです。

合志市がどれくらいそれが進んでいるのか分からないんですが、学校で、リモー

ト学習が進んでいる以上、何かあったらすぐ発信できる環境になっていくと思う

んです。出来る限りそういうものを利用し、すぐに市民に伝えられるように常に取

り組んでいかなきゃいけないと思います。

あと、合志市は確かＪ－ｃｏｍさんと提携してらっしゃるんですよね。半分ぐら

いの家庭しか見られないので、それを活用は難しいかもしれないけど、やはり市民



7

チャンネルなど情報の発信をしっかり市でやっていかなきゃいけないだろうと思

います。ＩＣＴ化というのは必要な事だと思うので、是非推進いただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。

（吉良山委員長）   吉村委員ありがとうございました。それでは松田課長にバトンを渡したいと

思います。

（松田課長）     ありがとうございました。お手元に追加で配らせてもらいました、広報こうし 7

月号の記事です。以前から、合志市アプリの作成には取り組んでいまして、アンド

ロイド版とアイフォン版の認証がようやく両方取れましたので、配信開始という

形で載せております。是非、皆様ご活用いただければと思います。自分で必要な情

報を選ぶと、その情報がプッシュ通知されます。

           本日は色んなご意見いただきまして大変ありがとうございました。次回に向け

て、皆様方の意見を踏まえたたたき台を準備していきたいと思います。次回 12月

となっております。コロナ渦の状況もございますけれど、色んな感染症対策を踏ま

え実施できたらと思いますので、次回もよろしくお願いいたします。

           では、これをもちまして令和 2年度第 1回合志市自治基本条例推進委員会を閉会

いたします。どうもありがとうございました。お疲れ様でした


